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【特許】
特になし

：有
：実用化段階

【内  容】

○一般的な方法　　

○本手法

○防止効果

お問い合わせ先　　　　　山梨県水産技術センター　ＴＥＬ　０５５－２７７－４７５８

養殖池への鳥類侵入防止技術の開発

【特徴】
　一般的に行われている鳥類の侵入防止技術よりも簡便で効果の高い
防止技術を開発した。

【活用が見込まれる分野】

現　　　　状

農林水産物の鳥獣類被害対策

実用化実績

  養殖池の上面全体を目の細かいネットで全面を覆う方法が一般的。堅牢な支柱
が必要な他、ネットの存在で給餌作業などの障害になりやすい。

   鳥類に見えにくい黒色防鳥糸を弾力のあるポールに結びつけ一定間隔で池の上
面及び側面に張るだけで飛来防止が可能。池の内部へ立ち入ることが可能となり、
給餌等の作業性が向上するメリットがある。

・従来実施しているテグ
ス（ナイロン製の釣り糸）
による防止方法（図左）
と黒糸を張った防止方
法（図右）の効果を無人
定点カメラにより撮影さ
れる鳥類数で評価した。

・従来法は観察期間中
ほぼ毎日鳥類が飛来し
たが、本技術を用いた
方法では黒色防鳥糸を
設置した初期以外鳥類
は全く観察されなかっ
た。
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【成果】

※三倍体魚等

【内　容】

〇平成28年12月に水産庁から養殖利用の承認
〇平成29年11月から民間の養殖場で試験飼育開始
〇平成32年から流通開始予定

お問い合わせ先　　　　　山梨県水産技術センター忍野支所　ＴＥＬ　０５５５－８４－２０２９

飼いやすくて美味しい新魚「富士の介」の開発

【活用が見込まれる分野】

【特徴】
　サケの仲間で養殖に適したニジマスと希少で美味しいとされるキング
サーモンを交配した新たな養殖魚を開発した。

  内水面養殖業 「三倍体魚等
※

の水産生物の利用要領（平成4年
水産庁長官通達）」に基づく養殖利用：平成28年
12月水産庁長官による確認

染色体の倍数化等の技術（染色体数の操作のみ
で、遺伝子そのものは改変していないため、遺伝
子組換えとは異なる）を用いて作られた魚

ニジマス×キングサーモン交配魚（交配のねらい） 
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